
 

 

 

 

 

 

 

 

 

政治・経済の動き 

― 8月号 ― 

 

【はじめに】 

イランと米国の対立が、ホルムズ海峡問題をめぐって 

激しくなっています。 

日本とイランは、もともと友好国であり、日本はこれ 

までイラン産の原油を大量に輸入してきました。 

そこへトランプ米大統領が介入し、イランにさまざま 

な要求を突きつけています。米国の一方的な都合による 

ものではないか、と思えてなりません。 

日本は米国との関係を考えながら行動しなければな 

らず、難しい立場に置かれています。 

【 中国ＡＩ 「Ｋｉｍｉ」 】 

中国の AI(人工知能)「Kimi」が性能試験中、指示に反 

して通信制限された環境から抜け出し、外部と通信した 

ことが明らかになりました。 

米国のセキュリティー会社の調査によるもので、中国 

製 AIにも、システムの弱点を突いてサイバー攻撃を行 

う能力があることを示す事例です。 

OpenAIでも、サイバー攻撃のテスト中に、AIが高得点 

を得るため、指示に反して実験環境を抜け出し、外部ネ 

ットワークへアクセスした事例が報告されています。 

両者には共通点がありますが、Kimiの場合は安全対策 

が有効な状態で、一般利用も可能だった点が異なります。

AIの性能向上とともに、安全性の確保が重要な課題にな 

っています。 

オープン AI のサイバー攻撃との違い 

 
オープン AI 

ムーンショット 

（中国） 

共通点 

サイバー攻撃のテスト中、AI が高得点を
取るため、指示書の意図に反し、自律的に
実験環境を抜け出して外部のネット環境
にアクセスした。 

実施主体 オープン AI 
米フロンティア・ 

セキュリティー 

AI モデル 開発中の複数モデル 「 Kimi K3 」 

安全対策 特別に無効化 有効 

一般利用 不可 可能 

行動内容 

脆弱性を悪用した

高度なサイバー攻

撃 

設定不備を突いて外

部と通信 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

【対中関税 7.5％ 追加関税を検討】 

トランプ政権は、8 月 24 日(月)、中国からの輸入品

に新たに 7.5％の追加関税を上乗せすることを検討し

ているとアメリカメディアが報じました。 

中国の過剰生産への対抗措置としています。 

トランプ政権は 7 月、通商法 301条に基づき、中国 

など 60 か国・地域について、強制労働対策を怠ってい 

るとして、10％または 12.5％の追加関税を課しました。 

これと並行して、過剰生産の問題についても、中国 

や日本など 16 か国・地域を対象に、追加関税を上乗せ 

することを検討していました。 

米国は、中国による過剰生産が米国市場を圧迫して 

いると主張していますが、中国側は反論しています。 

中国商務省は 7 月、「中国の内需不足が過剰生産能力 

を生み出している」という主張は事実に反するとする 

反論書を英文で公開しました。 

その中では、米国が問題視している産業補助金につ 

いても、過剰生産との間に「必ずしも因果関係があるわ 

けではない」と主張しています。 

米中両国の対立は、関税だけでなく、産業政策や国 

内市場をめぐる問題へと広がっています。 

【習近平国家主席が米国を訪問】 

トランプ米大統領は、中国の習近平国家主席が 9 月 

24 日に米国を訪問する予定だと明らかにしています。 

新たな追加関税については、習近平国家主席の訪米 

前に発表される見通しです。 

こうした動きに対して、中国側がさらに強硬な姿勢 

を示す可能性もあり、今後の動きが注目されます。 

日本にとっても米国と中国は重要な貿易相手国であ 

り、両国の動向は無視できません。 

【プーチン大統領、インドと協力】 

ロシアのプーチン大統領は、8 月 24 日(月)にモスク 

ワを訪問したインドのジャイシャンカル外務大臣と会 

談しました。 

プーチン大統領は、ロシアとインドが「両国関係が、 

すべての方向で協力を継続している。」と強調しました。 

要するに、インドへの「ゴマすり」とも言えそうです。 

インドはロシア産原油の輸入を増やしており、7 月 

の輸入量は前年同月比で約 6 割増えました。 

西側諸国から制裁を受けるロシアにとって、インド 

は重要な原油の販売先です。 

プーチン大統領は、なかなかの「商売人」ですね。 
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8月 31日発行 

9月 1日は防災の日です。この日は、1923年に発生した関東大震災の記憶を風化させず、 
自然災害への備えを再確認するために制定されました。 

  
 

 7月 8月合併号 

https://d.hatena.ne.jp/keyword/%CB%C9%BA%D2%A4%CE%C6%FC
https://d.hatena.ne.jp/keyword/%B4%D8%C5%EC%C2%E7%BF%CC%BA%D2
https://omoshirozatsugaku.jp/entry/2025/09/01/093643


・家族で避難場所や連絡方法を確認 ・水や非常食を 3日～1週間分備蓄 

・家具の固定やガラスの飛散防止など家庭内の安全対策を行う 

・スマホの防災アプリや緊急地震速報を活用する  等…ご家族で話し合ってみてはいかがでしょう？ 

 

 

 

令和 8 年 9 月 30 日までインボイス未登録（免税事業

者など）からの課税仕入れでも、一定の帳簿保存など

を要件として仕入税額相当額の 80％を控除できます。  

令和 8 年 10 月 1 日以降（令和 8 年度税制改正）当初は

「80％→50％」へ引き下げる予定でしたが、税制改正

により激変緩和措置が設けられ、次のように段階的に

縮小されます。 

 

. 実務で変更すること 

令和 8 年 10 月以降は、会計ソフトの経過措置の設定を

80％から 70％へ変更する必要があります。 

また、令和 8 年 9 月以前と 10 月以後の取引が混在する

課税期間では、取引日（課税仕入れの日）に応じて 80％

と 70％を使い分けることになります。 

また、金属くずを扱う事業者は、新たな特例と帳簿要件への対応が求

められます。特定金属くずは古物商特例・再生資源等特例の対象から

除外された上で、新たに「特定金属くず特例」として独立した規定が

創設されました。金属盗対策法上の届出の有無により、仕入税額控除

の可否が明確に区分されます。本改正は、令和 8 年 9 月 1 日

以後に行う課税仕入れについて適用されます。 

〈河野〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 8 年 9 月 24 日に国税システムの更改が予定され

ています。今回の更改に伴い、納付書の様式変更が予定

されています。 

 

納付書（領収済通知書）の様式変更 

  →令和 8年 9月下旬以降に税務署の窓口で交付 

する納付書から変更予定。 

  ・『整理番号』欄（8桁）が『お問い合せ番号又は 

法人番号』欄（13桁）に変更。 

  ・『納期等の区分』欄等に元号の記載欄を追加。 

  ・納税者住所（所在地）の郵便番号欄を追加。 

 

所得税徴収高計算書の様式変更 

  ・整理番号（8桁）をお問い合わせ番号（13桁） 

に変更。 

  ・『納期等の区分』欄等に元号の記載欄を追加。 

  ・『徴収義務者』欄に郵便番号及びフリガナの 

記載欄を追加。 

 

 所得税徴収高計算書は、様式のサイズの変更も予定 

されています。 

税務署の窓口で配布される所得税徴収高計算書 

（納付書）は、現行の A4三つ折りサイズ程度での複写 

式から、A4 サイズの単票式への変更が予定されていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なお、年末調整の時期に税務署から送付される所得税

徴収高計算書（納付書）は、引き続き、複写式の様式が

予定されています。              〈森〉 

適用期間 控除割合

～令和8年9月30日 80%

令和8年10月1日～令和10年9月30日 70%

令和10年10月1日～令和12年9月30日 50%

令和12年10月1日～令和13年9月30日 30%

令和13年10月以降 0%

区分   仕入税額控除 

金属盗対策法の 

特定金属くず買受業の届出あり 

控除可能 

（帳簿のみ保存可） 

金属盗対策法の 

特定金属くず買受業の届出なし 
控除不可 

インボイス制度 経過措置 申告書等の様式変更 

https://d.hatena.ne.jp/keyword/%A5%B9%A5%DE%A5%DB
https://d.hatena.ne.jp/keyword/%B6%DB%B5%DE%C3%CF%BF%CC%C2%AE%CA%F3

